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印象に残る教師像：現職教員への質問紙調査を通して（ ）
―印象に残る教師像の概要―

○二宮克美（愛知学院大学） 山本ちか（名古屋文理大学短期大学部）
杉山佳菜子（鈴鹿大学）
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問題と目的

学校の教師は，子どもたちが親以外に多くの時

間出会う大人である。子どもたちは，小中高の学

校段階でどのような教師に強い印象を持っている

のだろうか。この問題意識のもと，大学生 人

（教職志望の有無，性別，学年などを考慮）に半

構造化面接を行った 二宮・山本・杉山 。

その主たる結果は，以下の通りであった。

①学校移行の時期に，印象に残る教師との出会

いがある，②印象に残る教師の年齢に目立った傾

向はない。③担任の教師が印象に残る割合が高く

その傾向は女子学生に多い。④クラブよりも教科

の先生が印象に残る割合が高い。⑤教職志望の学

生は，影響を受けており，教職を志望するきっか

けになっている。⑥理想とする教師は，寄りそっ

てくれる，めりはりのある対応をしてくれる先生

であった。⑦嫌われるタイプの教師は，価値観を

押し付ける，感情的になる，平等に扱ってくれな

い，生徒に関心を寄せない先生であった。

今回，現職教員に，自由回答形式の質問紙調査

を実施したので，その結果を報告する。

方 法

調査対象者 Ａ県・Ｍ県の大学で，教員免許状更

新講習に参加した先生のうち，回答に協力してく

れた小中高勤務の 人 男性 人，女性 人

であった。小学校勤務 人，中学校勤務 人，

高校勤務 人で，教職歴は， 年 人， 年

人， 年 人， 人であった。

説明と同意 教師像に関する調査という標題で，

次のような教示文を示した。「強制ではなく，あく

まで協力をお願いするものであること。研究目的

以外は使用せず，秘密は厳守すること。この調査

に回答していただいたことで，ご協力に許諾を得

たものとして扱うこと。」なお，本研究を実施する

に際し倫理審査を愛知学院大学総合政策学会研究

倫理委員会に提出し，許可を得た。

質問内容 以下の 問について自由に回答しても

らった。

（ ）小学校・中学校・高等学校で，いろいろな先

生に出会われたと思いますが，その中でもっとも

印象に残っている先生について，おうかがいしま

す。どんな先生でしたか。自由にご回答下さい。

（質問事項）①その先生に出会ったのはいつか，

②性別，③おおよその年齢，④イメージはポジテ

ィブかネガティブか，⑤その先生の教科あるいは

クラブは何か，⑥クラスの担任か否か，⑦今のあ

なたにその先生が与えている影響はあるか。

（ ）あなたが理想とする先生は，どんなタイプの

先生ですか。

（ ）あなたが嫌いな先生は，どんなタイプの先生

ですか。

（ ）あなたは，生徒から「どのような先生」と

みられていると思いますか。

結果と考察

本報告 １ では，質問事項の集計結果について

述べる。

①印象に残る先生に出会った時期 小学校 人，

中学校 人 高等学校 人 その他 人。出会っ

た時期に差はなかった。

②性別 男性 人，女性 名 人であった。

印象に残った教師は男性であるという結果であり，

大学生の結果と同様であった。調査協力者の性別

と印象に残った教師の性別で，有意差が見られた

χ ＝ 。男性は男性教師を，女性は

女性教師を印象に残った教師としてあげていた。

③年齢 歳代 人， 歳代 人， 歳代

人， 歳代 人 人。印象に残った教師の年

齢に差があり χ ＝ ， 歳代の先

生が印象に残っているとの回答であった。

④イメージ ポジティブ 人，ネガティブ

人 人。印象に残った教師は，ほとんどがポジ

ティブなイメージであった。

⑤先生の教科あるいはクラブ 教科 人，クラ

ブ 人（重複回答あり）。印象に残っているのは，

教科の先生という回答が多く，大学生と同じ結果

であった。

⑥担任 はい 人，いいえ 人， 人。担任

の先生が印象に残る教師としてあげられていた。

⑦影響の有無 あり 人，なし 人， 人。

今の自分に先生が与えている影響があると回答す

る人が多かった。

⑧自由記述に見られる代表的な語句 親身，寄り

添う，笑顔，熱い（熱心），厳しい，明るいなど

の語句が多く見られた。
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コーチングを活かした授業がレジリエンスに与える効果
― 年後の検証―
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藤村あきほ（関西医科大学）
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背景と目的

筆者らは，看護教育における「人間関係論」の

授業にコーチングを取り入れ，その効果を検証し

てきた。コーチングは 他者を承認し 否定するこ

となく傾聴することで 他者との間に信頼を築く

ことが基本である。これは看護師に必要とされる

基本技能のひとつである 患者やその家族との間

に信頼を築き 円滑なコミュニケーションを取る

上で役立つと考えたからである。

これまでの研究より コーチングを取り入れた

回の授業の終了直後では，授業前に比べて受講

生のコーチングに対する自己効力感およびレジリ

エンスが有意に高まることが明らかにされた（西

垣・鳥羽・藤村 ）。

本研究は 受講後 年経過した学生が どの程度

授業内容を覚えているか また自己効力感とレジ

リエンスがどのように変化しているかを明らかに

するために実施した。

方 法

調査対象者 年度にコーチングを取り入れ

た人間関係論の授業を受講した看護専門学校の

年生 名。 年と今回（ 年）のデータが

揃っている有効回答者数は 名であった。

尺度 コーチングコンピテンシー自己効力感尺度

改良版 コナー・デビッドソン回復力尺

度 授業に対する記憶および有益性に関

する質問と自由回答

結 果

授業内容の記憶および有益性に関する質問では，

「授業でやったことを覚えている」に対して

％ 人 が「よくあてはまる」または「あて

はまる」と回答した。また「授業でやったことは，

今の自分に役立っている」の質問に対しては

人 が「よくあてはまる」または「あては

まる」と回答した。授業内容に関する質問の中で，

覚えているとの回答が特に多かったのは「誰ひと

り間違っていないので，否定や批判をしないこと」

と「自分の将来の看護師像を考え，発表したこと」

の つであった。

および について， 年の授

業前後と今回の得点を ， に示

した。 は， 年授業前の平均値が

，今回の平均値が

であった。一方 は， 年授業前

の平均値が ，今回の平均値が

で，授業前の平均をわずかに上

回るレベルに戻っていた。

授業内容に対する記憶に関する質問の合計得点

について平均を下回った 名を低群，平均より

高かった 名を高群として，今回と 年前の授

業後の得点の差の中央値を比較した。 の

差の中央値が低群では であったのに対し，

高群では であった。 においても，低

群では であったのに対し高群は と，低下

の程度が少なかった。高群の の値は授業

前に比べて＋ 上昇していた。

考 察

コーチングを取り入れた授業は， 年経過後も

半数以上の受講生が記憶し，有益性を感じている

ことが示された。授業の受講後に上昇した自己効

力感およびレジリエンスは，全体では 年後にほ

ぼ元の水準にもどるものの，授業内容を覚えてい

る人は効果の持続性がより高いことが示唆された。
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